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平成２２年４月２８日 

 各 位 

積水化成品工業株式会社 

 

 

 中期経営計画 ＥＮＳ２０００ の策定について  

 

当社は２００９年１０月１日に創立５０周年を迎えました。これを機に、当社がグループとして今後の５０年も

さらに発展していくため、「積水化成品グループ１００年ビジョン」を策定しました。  

当社グループは２００９年度に前中期経営計画の目標であった連結売上高１０００億円を達成しましたが、

「積水化成品グループ１００年ビジョン」のなかで掲げている１０年後（２０１９年度）の連結売上高目標である

２０００億円という次のステージに向けて進化を続けていくために、３ヵ年中期経営計画「ＥＮＳ２０００

（Evolution for the Next Stage 2000）」（２０１０年度～２０１２年度）を策定しました。 

 

１．「積水化成品グループ１００年ビジョン」の概要  

 当社グループが創立１００周年（５０年後）に目指す姿として、当社の創業の精神や新たな経営理念をベ

ースに、「インダストリー」「ヒューマンライフ」「環境・エネルギー」の分野でグローバルに事業展開するととも

に、「ＣＳＲ」「全員経営」をグループ全体に展開し、「グローバルに顧客から信頼されるプラスチックス・ソリュ

ーション・カンパニー」を目指していきます。 

 

２．ＥＮＳ２０００  のコンセプト  

 ＥＮＳ２０００ では、「新たなる成長に向かってのスタート ～ グローバル企業への変革と成長を目指

す」をコンセプトとして推進していきます。前中期経営計画においては、国内販売が大半である「ヒューマン

ライフ」分野から、海外展開も含めた「インダストリー」分野への事業ポートフォリオ変革を進めてきました。 

ＥＮＳ２０００では、「インダストリー」分野のみならず、「ヒューマンライフ」分野をも含めた真のグローバル企

業に変革し、分野・地域においてバランスのとれた事業構造とすべく、１０年後の連結売上高２０００億円に

向けて新たなる成長を目指します。 
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３．ＥＮＳ２０００  の重点施策  

(1) グローバル事業展開のスピードアップ 

前中期経営計画において構築した「インダストリー」分野中心のグローバル拠点にさらに資源投入し、

拡販のスピードアップを図るとともに、「ヒューマンライフ」分野においても事業展開を推進します。 

(2) グループシナジーを活かした拡販とグループ経営の強化 

国内外３６社のグループ会社間のシナジーを最大限に発揮して、各国・各地域でのニーズに対応した

積水化成品グループ製品を拡販するとともに、各グループ会社の内部体制強化によりグループ収益力

向上をはかります。 

(3) ソリューション提案力のレベルアップ 

素材開発から成形加工までの一貫事業に、システム思考と付加価値技術を加え、顧客企業へのビジネ

スソリューションを提案し続け、強みを活かしたビジネスモデルを拡充します。 

(4) 新技術の開発と新規事業の立ち上げ 

特に「環境・エネルギー」を新分野とした新製品・新技術の開発に注力するとともに、Ｍ＆Ａや事業提携

も活用した事業領域の拡大に取り組みます。 

(5) グループ人材の育成 

グローバル展開に対応した人材の確保・育成に努めるとともに、「全員経営」の実践を通して、チャレン

ジングな風土を醸成します。 

 

４．ＥＮＳ２０００  の収益目標 

連結目標 ２００９年度実績 ２０１０年度計画 ２０１２年度計画 

売上高 １，００７億円 １，０３０億円 １,２００億円

うち海外売上高 

（海外売上高比率） 

８６億円

（８．６％）

１０８億円

（１０．５％）

１５８億円

（１３．２％）

営業利益 ５１億円 ５２億円 ６３億円

経常利益 ４４億円 ４９億円 ６２億円

当期純利益 ２３億円 ３０億円 ３７億円

自己資本当期純利益率（ＲＯＥ） ５．３％ ６．３％ ７．３％

 

以上 

＜お問合せ先＞ 

 積水化成品工業株式会社 東京総務グループ（広報） 

 TEL : 03-3347-9615  E-mail : m01271@sekisuiplastics.co.jp 


